
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

6,941,000 1,500,000 20,933,000 29,374,000

交付金額 6,400,000 1,400,000 20,000,000 27,800,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

　道路改良拡幅工事　Ｌ＝117.4ｍ

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築上郡築上町大字安武

　町道安武51号線は、県道豊津椎田線と安武第4地区を結ぶ町道である。
現在、一部幅員が3.0ｍと狭く、自動車の離合が困難な状況である。
　このため、道路拡幅を行い、通行の安全性及び利便性の向上を図る。

　築城飛行場関連公共用施設（交通施設：安武51号線）整備事業

　築上町長

　令和元年度～令和３年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　道路改良拡幅工事を行ったことにより、幅員が広くなり交通の安全性
を確保することができた。また、地域住民に聞き取り調査を行ったとこ
ろ、「以前は、離合が出来ずにどちらかが広い場所で待つことが多かっ
た。道が広くなってスムーズに通行が出来るようになった。」との意見
も得られ、事業の効果が確認できた。
　地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交
付金事業であることを工事看板へ記載するとともに、地元自治会長を通
じて工事内容と合わせて周知を行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
２年度

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

5,691,400 16,233,800 21,925,200

交付金額 4,600,000 16,000,000 20,600,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

排水路改修　Ｌ＝407.4ｍ

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築上郡築上町大字上り松

　町道上り松7号線外3は、上り松地区の生活道路であるが、排水路の断面
が小さく勾配も緩いため、生活排水及び道路排水が滞留し、異臭等で地域
住民の生活に支障をきたしている。
　このため、排水路改修を行い、地域住民の生活環境の改善を図る。

築城飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：上り松7号線外3）整備事業

築上町長

令和２年度～令和３年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　排水路改修工事を行ったことにより、生活排水及び道路排水の滞留及び
異臭が解消され、地域住民の生活環境の改善をすることができた。また、
近隣住民に聞き取り調査を行ったところ、「工事前は、臭いがひどかった
が、水路が新しくなって臭いがしなくなった。」との意見も得られ、事業
の効果が確認できた。
　地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付
金事業であることを工事看板へ記載するとともに、地元自治会長を通じて
工事内容と合わせて周知を行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

6,380,000 6,380,000

交付金額 6,380,000 6,380,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　当該車両の更新により、消防団の機動力の充実強化や消防力の維持
が図られ、また、更新車両を配備した消防団へ聞き取り調査を行った
結果、「これまでの消防活動への不具合の解消及び機動性、操作性
が、従来の車両より迅速かつ明瞭に改善された」との意見が得られ、
事業の効果を確認することができた。
　地域住民への周知については、車体に特定防衛施設周辺整備調整交
付金事業（防衛省）の旨を記載するとともに、町広報誌にも同趣旨の
掲載を行い周知を図った。

　無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

築城飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：小型動力ポンプ付軽
積載車）整備事業

　築上町長

　築上郡築上町大字椎田891番地2

　築上町消防団役場消防団は、本町の主要道路に面しており、迅速な
災害活動に貢献している。
　今回、更新を計画している消防車両は、配備から約30年が経過し、
車両の経年劣化により操作性能が低下しており、ブレーキ・ステアリ
ング等の故障時には部品調達も困難な状況である。
 小型動力ポンプ付積載車の更新を行うことで、操作性の向上や迅速な
消火活動が可能になり、消防団の機動力の充実強化、資機材の操作性
の向上及び消防力の維持を図ることを目標とする。

　物件購入　小型動力ポンプ付軽積載車　１台

　令和３年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

16,908,100 16,908,100

交付金額 16,908,000 16,908,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本事業の実施により、下小山田・開拓地区における消防水利の充実が図ら
れ、また、消防団員に対し消防訓練実施後に聞き取り調査を行ったところ、「従
前は、近隣の消防水利が付近になかったが、防火水槽が整備されたことで、消
防水利を確保しやすく、消火活動を迅速に行えるようになった」等の意見が寄
せられ、事業の成果を確認することができた。
　地域住民への周知については、消防団員や地域住民に対して、消防団本部
役員会の際に本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを
周知するとともに、町ホームページへ同趣旨を掲載することで周知を行った。

　無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

築城飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：下小山田・開拓防火
水槽）整備事業

　築上町長

　築上郡築上町大字小山田2015番地2外地内

　下小山田・開拓地区には、防火水槽が無く、付近の水源からも十分な
水量が確保できない状況であるため、火災時には水槽積載車や遠くの防
火水槽から取水している。
　今回、当該地区に防火水槽を設置することにより、消防水利の充実を
図り、火災発生時における住民の生命及び財産の保護に寄与すことを目
標とする。

　耐震性防火水槽（40㎥）　2基

　令和３年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

5,714,500 0 6,875,000 12,589,500

交付金額 4,700,000 0 6,800,000 11,500,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　水路改修工事を行ったことにより、降雨等で起こっていた土砂堆積が軽
減され、水路の維持管理を容易にすることができた。また、水路利用者に
聞き取り調査を行ったところ、「水路内の土砂堆積が少なくなり維持管理
に要する作業が軽減された」、「取水と排水が以前よりも効率的にできる
ようになった。」との意見も得られ、事業の効果が確認できた。
　地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付
金事業であることを工事看板へ記載するとともに、工事説明会の際に工事
内容と合わせて周知を行った。

　無

　無

令和元年度～令和３年度

水路改修　Ｌ＝170.65ｍ

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築上郡築上町大字下別府

　本地区は現況が土水路となっており、降雨等による土砂堆積により、取
水、排水に支障が生じており、維持管理に多大な苦労を要している。
　このため、コンクリート製の水路を設置することで、水路の維持管理を
容易にし、生産性の向上と共に農業経営の安定を図る。

築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：下別府第７水
路）整備事業

築上町長



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成２９
年度まで

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

49,329,395 7,707,381 5,464,462 4,406,958 3,934,575 70,842,771

交付金額 113,820,000 0 0 0 65,800,000 179,620,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0

運用益 591,370 77,913 63,232 56,664 42,960 832,139

計 114,411,370 77,913 63,232 56,664 65,842,960 180,452,139

49,305,000 7,700,000 5,464,000 4,406,000 3,933,000 70,808,000

65,106,370 57,484,283 52,083,515 47,734,179 109,644,139

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

基金処分額

基金残額

事業費及び交付金額

防災機器維持管理事業、防災機器設置等事業、自主防災組織育成事業、防災
意識高揚事業

平成２３年度～令和１１年度

　本基金の活用により、防災行政無線の安定的な運用のほか、自主防災組織育
成への維持補修資材の供給及び避難所への備蓄品供給事業を実施すること
で、地域の自主防災意識の向上を図るとともに災害に強い地域社会の形成を図
ることができた。また、保守点検記録等により、防災行政無線機器が正常に稼働
していることを確認している。
　地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金
により実施されていることを町ホームページに掲載し、周知を行った。

無

基
金
造
成
額

事業費

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連特定事業（防災に関する事業：築上町防災まちづくり基金
事業）

築上町長

築上郡築上町大字椎田891番地2

　築上町は、防災行政無線の運用、地域防災計画・ハザードマップ策定及び見
直しといった町民の防災意識の高揚を図る事業及び防災研修会等を通じた自主
防災組織の育成に資する事業の実施により、災害に強いまちづくりを推進してい
る。
　このため、築上町防災まちづくり基金を設置し、これら事業の運営費へ充て、継
続的かつ安定的に事業を実施することで、災害に強い地域社会の形成を図るこ
とを目標とする。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成２９年
度まで

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

702,997,947 121,987,759 136,229,240 155,805,266 172,144,715 1,289,164,927

交付金額 516,710,000 158,204,000 182,866,000 162,436,000 156,598,000 1,176,814,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0

運用益 1,817,623 17,803 282,424 391,539 330,952 2,840,341

計 518,527,623 158,221,803 183,148,424 162,827,539 156,928,952 1,179,654,341

340,000,000 80,000,000 110,000,000 125,000,000 125,000,000 780,000,000

178,527,623 256,749,426 329,897,850 367,725,389 399,654,341

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連特定事業(環境衛生に関する事業：築上町環境施設基金事業）

築上町長

築上郡築上町大字築城1784

　築上町では町内の環境保全及び一般廃棄物の３R推進を目的として、町内で排出さ
れる一般廃棄物を適切に処理できるよう、ごみ固形燃料化施設及びリサイクル施設を整
備している。しかし、経年による施設修繕費の大幅な増加が見込まれる。
　このため、築上町環境施設基金を設置し、施設の維持運営を安定的かつ継続的に行
うとともに、保守点検及び修繕委託業務等の施設予防保全に日々努めることで、安定
的な施設の運用及び廃棄物の処理を行うことを目標とする。

ごみ処理施設の維持管理事業

　基金の活用により、施設の修繕等に迅速に対応することができ、また、令和３年度の
施設運営記録から、故障による長期の運用停止が無く、安定的に施設を運用し搬入廃
棄物を処理することができていることを確認した。
　地域住民への周知については、施設見学に来場された方に配布する当施設の資料
や町ホームページへ本事業の内容とともに特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用
していることを掲載し周知している。

無

無

平成２４年度～令和１３年度

事業費及び交付金額

基金処分額

基金残額

事業費

基
金
造
成
額


